
 
 
 
 
 
 

こいのぼり 
５月５日の子どもの日には、こいの

ぼりをあげる家庭が多いと思います。

学校でも、以前からこいのぼりをあげ

ています。子どもたちの健やかな成長

を願って、５月上旬には、毎日上げて

いました。青空に泳ぐこいのぼりの姿

を見ると。元気がわいてきます。 
今回の震災でも、弟のために青いこ

いのぼりを流された自宅の場所に立

てたという話や相模川に多くのこい

のぼりをあげる祭りを自粛するとこ

ろだったが、そのまま、姉妹都市の気

仙沼市に持って行ってあげたという話など、人々の願いや思いをまとめ上げる役目をして

くれています。 
インターネットで調べてみたら、以下のように載っていました。 

わが家に男児が誕生したと天の神に告げ、「この子を守ってやって下さい」と守護を

願って目印にしたものが鯉のぼりです。江戸時代、武家に男の子ができたら玄関の

前に馬印やのぼりを立てて祝う風習があり、それが一般にも広まってのぼりを立て

るようになり、庶民によって鯉のぼりが考案されました。 

「鯉が竜門の滝を登ると竜となって天をかける」という中国の故事があります。「登

竜門」という「男児の成長と出世を願う」言葉になりました。登竜門の話を＜鯉の

ぼり＞という形で、青空を泳がせるという発想は、世界に類を見ない日本人独特の

感性です。 

もともと鯉は、清流だけでなく、池でも沼でも生きられる生命力の強い魚です。こ

の中国の伝説から、鯉のぼりは環境の良し悪しにかかわらず、立派に成長し、立身

出世するように願って飾られるようになったとも言われています。 

 

校長先生と語ろう会 
５月１１日（火）PTA 総会の後に、毎年行われている恒例の行事ということです。直接

保護者の方とお話ができるチャンスなのでとても楽しみにしていました。 
PTA の役員の方が、事前に質問を集約してくださったので、ある程度準備ができました。

質問の内容としては、大きく分けて４つあります。 
１．東日本大震災に関わること 
２．いじめに関すること 
３．小規模校対策に関わること 
４．その他の感想や要望 



会に参加していただいた方には、PTA の役員の方が、具体的な質問内容を伝え、校長がお

答えする形で行いました。時間の関係で、十分なお答えができなかったかもしれませんが、

終わった後、「楽しくてためになりました。」「大変わかりやすいお話ありがとうござい

ました。」といったご感想を頂いたので安心しました。 
 気になったのは、「適正配置検討協議会」の話が、ごく一部の親や限られた所でしか語

られていないということです。そのような状況では、おかしな噂や一部の強い意見に振り

回されてしまうのではという不安を感じました。しっかりした情報を基に、地域や保護者

の方が、この問題に関心を持って欲しいと感じました。学校としてもしっかり発信してい

きます。 
「小規模校の問題に限らず、学校生活や子どものことについての疑問や不安は、早めに

ご相談ください。すぐには、答えが見つからなくても、学校は共に考え、子どもにとって

より良い解決策を考え実行していくつもりです。」校長としてのこんな思いも最後に伝え

させてもらいました。 
 

放課後学習ルーム 
５月１２日にお配りしたプリントでもお伝えしましたが、横須賀市教育委員会が、「学

力向上に向けた組織的な取組を推進する」という指導の重点の一環として、「放課後学習

ルームサポートティーチャー制度」を始めました。 
本校では、今までも、小人数クラスの利点を生かし、授業の中できめ細かな指導をして

きています。また、理解が不十分と思われる児童を休み時間や放課後に、補習的に担任が

指導したり、家庭学習で習熟が必要な学習を補ったりすることがありました。さらに、算

数では、チームティーチングということで一つの教室に二人の先生が入って、他の教科以

上に一人一人の理解度にあった指導を行っています。 
今回のこの制度は、授業の中で十分に理解できない児童が対象です。放課後の時間を使

うので下校時刻が遅くなります。趣旨をよくご理解の上、参加希望をお出しください。 
ところで、「学力」について、以下のような声を聞くことがあります。 
「読み・書き・計算ができればいいんだ。」 
「学校時代の勉強なんて社会に出てから役に立たない。礼儀だけ教えてくれれば・・・。」 
「これからの時代は、コミュニケーション能力だ。英語がしゃべれなきゃ。」 

どれも一理ある考えですが、学校としては、「確かな学力」を育むために、以下のことを

目指して日々の教育活動を行っています。 
○ 基礎的・基本的な知識・技能の定着 
○ 思考力・判断力・表現力の育成 
○ 学習意欲の向上 
○ 学習習慣の確立 

このように、「学力」は一面的なものではありま

せん。「学力」の考え方をご理解いただき、学校

の教育活動にご協力をお願いいたします。 
 

 市の相撲大会の様子です。結果は残念

でしたが、どの対戦も最後まであきら

めないで、粘る姿勢を見せてくれた汐

っ子たち。感動しました。 
保護者の方も応援ありがとうござい

ました。 


